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             ◇
「
研
究
大
会
兼
秋
季
セ
ミ
ナ
ー
」
か
ら

都
情
研
の
役
割
を
考
え
る 

昨
年
、
十
一
月
十
六
日
（
火
）、「
第
六

回
夏
季
研
究
大
会
兼
秋
季
セ
ミ
ナ
ー
」
を

墨
田
区
立
錦
糸
小
学
校
を
サ
テ
ラ
イ
ト

校
と
し
、
全
都
五
校
の
小
学
校
を
オ
ン
ラ

イ
ン
で
結
び
、
開
催
い
た
し
ま
し
た
。
講

師
の
先
生
と
し
て
、「S

p
a

ce
 Z

e
ro

 P
D

D

心
理
・
教
育
研
究
所
所
長 

水
野 

薫
先

生
を
お
招
き
し
、
「
特
別
支
援
教
室
の
指

導
と
は
～
Ａ
Ｓ
Ｄ
を
中
心
に
年
代
ご
と

の
発
達
課
題
を
考
え
る
～
」
と
い
う
演
題

で
ご
講
演
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
大
変
多

く
の
示
唆
に
富
ん
だ
ご
講
演
で
、
私
自
身
、

た
く
さ
ん
の
こ
と
を
学
び
、
ま
た
、
考
え

さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。
特
に
、
講
演
冒
頭
の

「
親
亡
き
後
で
は
な
く
、『
親
を
看
取
る
』

立
場
と
な
る
」
と
い
う
言
葉
に
、
私
た
ち

特
別
支
援
教
室
に
関
わ
る
者
の
「
使
命
」

を
感
じ
ま
し
た
。 

こ
れ
ま
で
私
は
、
特
別
支
援
教
室
拠
点

校
の
校
長
と
し
て
、
機
会
を
つ
く
っ
て
、

授
業
を
参
観
し
、
当
該
の
教
員
と
話
し
合 

             い
な
が
ら
、
よ
り
児
童
の
特
性
に
沿
っ
た

指
導
方
法
や
教
材
の
開
発
、
分
析
に
つ
い

て
考
え
て
き
ま
し
た
。 

 

し
か
し
、
そ
の
時
、
私
自
身
の
意
識
の

中
に
、「
こ
の
子
の
将
来
を
見
据
え
る
」
と

い
う
視
点
が
ど
こ
ま
で
入
っ
て
い
た
の

だ
ろ
う
か
と
自
ら
の
こ
れ
ま
で
の
関
わ

り
方
を
振
り
返
ら
ざ
る
を
得
な
い
気
持

ち
に
な
り
ま
し
た
。 

◇
「
特
別
支
援
教
室
運
営
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」 

 
 

か
ら
都
情
研
の
役
割
を
考
え
る 

 

令
和
三
年
三
月
に
東
京
都
教
育
委
員

会
か
ら
出
さ
れ
た
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
は
、
例

え
ば
「
原
則
の
指
導
時
間
」
の
問
題
を
ど

の
よ
う
に
理
解
し
、
制
度
と
し
て
具
体
化

し
て
い
く
べ
き
な
の
か
な
ど
、
大
き
な
論

題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
各
区
市
町
村
に
お

い
て
も
、
こ
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
受
け
た

運
営
方
針
が
示
さ
れ
て
い
る
か
と
思
い

ま
す
が
、
こ
こ
で
私
は
一
つ
の
懸
念
を
抱

き
ま
し
た
。
そ
れ
は
、「
拠
点
校
の
在
籍
学

級
担
任
は
も
と
よ
り
、
巡
回
校
の
先
生
方

は
、
こ
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
内
容
を
ど
の

程
度
理
解
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
」
と…

 

◇
こ
れ
か
ら
の
特
別
支
援
教
室
の
在
り
方 

を
見
据
え
て 

 

令
和
三
年
、
都
内
全
て
の
小
中
学
校
に

設
置
が
完
了
し
、
都
立
高
校
に
お
い
て
も

通
級
に
よ
る
指
導
が
始
ま
り
、
特
別
支
援

教
室
の
教
育
は
、
一
つ
の
転
換
期
を
迎
え

て
い
る
と
認
識
し
て
い
ま
す
。 

 

こ
の
間
、
支
援
を
必
要
と
し
て
い
る
児

童
・
生
徒
の
急
増
に
伴
い
、
若
手
教
員
や

特
別
支
援
教
育
の
経
験
の
少
な
い
教
員

も
ま
た
増
加
の
一
途
を
た
ど
り
、
指
導
力

の
向
上
、
人
材
育
成
は
、
喫
緊
の
課
題
と

な
っ
て
い
ま
す
。 

 

こ
の
こ
と
は
、
今
後
も
解
決
す
べ
き
最

重
要
課
題
で
あ
る
こ
と
に
は
間
違
い
は

あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
私
自
身
の
反
省

と
し
て
、「
指
導
力
の
向
上
・
人
材
育
成
」

の
力
点
を
「
授
業
力
の
向
上
」
に
重
き
を

置
き
す
ぎ
た
感
が
あ
る
の
で
は
な
い
か

と
い
う
こ
と
で
す
。 

 

す
な
わ
ち
、「
何
の
た
め
に
」
指
導
し
て

い
る
の
か
と
い
う
目
的
論
で
は
な
く
、

「
ど
う
指
導
す
る
の
か
」
と
い
う
方
法
論

に
偏
り
す
ぎ
て
い
な
か
っ
た
か
と
感
じ

て
い
ま
す
。「
何
の
た
め
に
」
は
、
も
ち
ろ

ん
「
そ
の
子
が
生
き
る
」
た
め
で
あ
り
、

「
豊
か
に
生
き
る
」、「
そ
の
子
ら
し
く
生

き
る
」
と
い
う
こ
と
で
す
。
巡
回
指
導
教

員
と
在
籍
学
級
担
任
、
管
理
職
、
全
て
の

教
職
員
が
、
特
別
支
援
教
室
に
お
け
る
目

的
を
し
っ
か
り
と
共
有
す
る
こ
と
、
同
じ

目
標
に
向
か
っ
て
、
今
、
ど
の
よ
う
な
指

導
、
支
援
が
必
要
な
の
か
を
協
議
し
、
協

働
す
る
こ
と
、
そ
の
た
め
の
校
内
体
制
を

確
立
す
る
た
め
に
、
私
た
ち
が
主
体
的
に

推
進
し
て
い
く
こ
と
が
大
切
だ
と
考
え

ま
す
。 

 

こ
の
こ
と
は
何
も
新
し
い
こ
と
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
新
た
な
制
度
が
設
計
さ
れ

て
も
、
目
指
す
べ
き
教
育
の
本
質
は
変
わ

ら
な
い
、
変
え
て
は
い
け
な
い
の
だ
と
認

識
を
強
く
し
た
と
こ
ろ
で
す
。 

 

こ
の
「
変
わ
ら
な
い
教
育
の
本
質
」
を

担
っ
て
い
る
こ
と
こ
そ
が
私
た
ち
の
誇

り
で
あ
り
、
や
り
が
い
で
あ
り
、
ま
た
、

果
た
す
べ
き
役
割
な
の
だ
と
考
え
て
い

ま
す
。 

 

今
こ
そ
、
拠
点
校
、
巡
回
校
の
枠
を
超

え
て
、
全
て
の
公
立
学
校
の
特
別
支
援
教

室
の
充
実
・
発
展
の
た
め
に
、
全
力
で
取

り
組
む
所
存
で
す
。 

新
た
な
転
換
期
を
迎
え
た
特
別
支
援
教
室
の 

在
り
方
と
都
情
研
の
果
た
す
役
割 

 
 

 
 

 
 

東
京
都
公
立
学
校
情
緒
障
害
教
育
研
究
会
会
長 

 
 

 
 

 
 

 
  

 
 

墨
田
区
立
錦
糸
小
学
校
長 

伊
藤 

康
次 

会 報 

令和４年３月 

第 138号 

東京都公立学校 

情緒障害 

教育研究会 

 
 

掲
載
内
容
紹
介 

【
本
誌
５
ペ
ー
ジ
～
８
ペ
ー
ジ
】 

令
和
三
年
度
都
情
研
夏
季
研
究
大
会
兼
秋
季
セ
ミ
ナ
ー
記
念
講
演
（
抄
録
） 

「
特
別
支
援
教
室
の
指
導
内
容
と
は 

Ａ
Ｓ
Ｄ
を
中
心
に
年
代
ご
と
の
発
達
課
題
を
考
え
る
」 

（
Ｓ
ｐ
ａ
ｃ
ｅ 

Ｚ
ｅ
ｒ
ｏ 

Ｐ
Ｄ
Ｄ
心
理
・
教
育
研
究
所 

水
野 

薫 

先
生
） 
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研修会名 企画 期日 時間 場所 内容・テーマ・演題 講師等 参加者数

品川区立総合区民会館『きゅ
りあん』 大ホール

494

オンライン（急遽オリンピッ
クセンター会場のみを中止
し、事後オンライン研修に変
更した）

112

606

東 5月25日

北 5月25日

南 5月25日

多摩南 5月25日

多摩北 5月25日

0

東 6月22日 14：30 江東区立第五砂町小学校（サテライト会場） 95

北 6月22日 14：30 中野区立鷺宮小学校（ホスト会場） 101

南 6月22日 14：30 世田谷区立京西小学校（サテライト会場） 111

多摩南 6月22日 14：30 府中市立府中第三小学校（サテライト会場） 100

多摩北 6月22日 14：30 昭島市立中神小学校（サテライト会場） 92

260

759

東 7月13日 14：30 江東区立第五砂町小学校（サテライト会場）

北 7月13日 14：30 練馬区立石神井東小学校（ホスト会場）

南 7月13日 14：30 大田区立南蒲小学校（サテライト会場）

多摩南 7月13日 14：30 調布市立杉森小学校（サテライト会場）

多摩北 7月13日 14：30 昭島市立中神小学校（サテライト会場）

541

会報「みちびき」１３６号発行 本部 7月

13：30 北区立王子桜中学校
西東京市教育支援アドバイザー
渡辺 圭太郎 先生

0

13：30 府中市立府中第三小学校
立川市立立川第三中学校指導教諭
中村 章 先生

0

0

定期総会・記念講演会

定期総会・記念講演会　合計（人）

第３回ブロック研修会
（教室・学級運営）
（合同入門研修②に変更）

第3回ブロック研修会　合計（人）

本部 8月20日

中学校特別支援教室、自閉症・情緒障害特別支援学級 実
践報告
各区市町村運営状況、課題、指導事例、教材紹介など情
報交換
（感染症対策のため、2会場に分けて計画したが、緊急事
態宣言発令のため集合研修を中止し、北区立王子桜中学
校においてパネルディスカッションの動画を撮影収録）

中学校課題研修会

中学校課題研修会　合計（人）

令和３年度　東京都公立学校情緒障害教育研究会　活動報告

会報「みちびき」１３6号発行　公立幼・小・中学校等全校配布　計2300部

第１回ブロック研修会　合計（人）

第２回ブロック研修会　合計（人）

第１回ブロック研修会
（入門研修）

第2回ブロック研修会
（入門研修）

（合同入門研修①に変更）

新型コロナウイルス感染症緊急事態宣言の
延長に伴い開催中止

本部
南

4月20日 14：00

都情研入門研修②（緊急事態宣言発令のた
め、サテライト会場の集合研修は中止、動
画視聴のみのオンライン研修にて実施）

あきる野市立多西小学校特別支援教室

主幹教諭　中村敏秀　先生

記念講演
演題「学校経営の視点から特別支援教室を
考える　〜指導の充実と専門性の向上を図
るためには〜」

創価大学 教職大学院 教授
渡辺　秀貴　先生（本会元会長）

541

オンライン動画視聴研修

都情研入門研修①（サテライト方式動画視
聴・ZOOMオンライン研修にて実施）

西東京市立東伏見小学校特別支援教室

指導教諭　上山雅久　先生
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東 9月7日 14：30

北 9月7日 14：30

南 9月7日 14：30

多摩南 9月7日 14：30

第1部パネラー：海川 政子　先生、
都志 史也　先生、西島 明佳　先
生、高松 慶多　先生

561

多摩北 9月7日 14：30
第2部パネラー：齋藤 典子　先生、
菊岡 典代　先生

198

759

東 10月12日 14：30

墨⽥区⽴中川⼩学校
墨⽥区⽴梅若⼩学校
墨⽥区⽴菊川⼩学校

「特別⽀援教室でつけたい⼒について考え
る」 （ホスト校中川小学校からの配信によ
るサテライト方式）

講師：西東京市教育支援アドバイ
ザー　渡辺 圭太郎 先生

75

北 10月12日 14：30

北区立滝野川第三小学校（共
同ホスト校）
ミニサテライト校　56校

「特別支援教室で求められる学習動作の指導について
〜新型コロナ対策も視野に入れて〜」 （講師がホストと
なるミニサテライト方式によるオンライン研修）

 講師：神奈川県立保健福祉大学保
健福祉学部教授 作業療法士
笹田 哲 先生

243

南 10月12日 14：30

大田区立おなづか小学校
大田区立南蒲小学校
世田谷区立松沢小学校

「WISC-IV の結果から読み取る具体的な支
援」 （講師がホストとなるサテライト方式
によるオンライン研修）

講師：公認心理師　大六 一志先生 144

多摩南 10月12日 14：30 八王子市立由井第一小学校 体育館 
「視覚認知と発達支援～視覚認知の検査と
評価及び指導について～ 」

かわばた眼科 視覚発達支援セン
ター センター長 簗田 明教 先生

139

多摩北 10月12日 14：30 昭島市立つつじが丘小学校 体育館 
実践報告 「フリーズしてしまう女児への対
応 ～小４から卒業までを中心に～」

実践報告者：あきる野市立多西小学校
関村 由貴　教諭
講師：Space Zero PDD 心理・教育研
究所所長　水野 薫先生

130

731

第６回夏季研究大会
（東ブロック大会）

兼
第５回都情研セミナー

本部 11月16日 14：30

墨田区立錦糸小学校（大会本部、ホスト
校）
江東区立第五砂町小学校
杉並区立富士見丘小学校
世田谷区立船橋小学校
府中市立府中第三小学校
昭島市立中神小学校

大会テーマ「特別支援教室における特性に応じた指導の
工夫～発達段階と適時適切な指導について考える～」
（１）都情研実態調査報告
（２）記念講演「特別支援教室の指導内容とは～ＡＳＤ
を中心に年代毎の発達課題を考える～」
（ホスト校からのDVD動画視聴とZoomによる質疑応
答）

実態調査報告者：立川市立立川第三
中学校指導教諭／本会企画運営本部
調査係　中村　章　先生
講師：Space Zero PDD 心理・教
育研究所所長　水野 薫先生

536

東 12月7日 14：30 江東区立第五砂町小学校
『事例を通して実態把握の仕方・指導内容
の組み立て方を学ぶ ～発達検査の結果をふ
まえて～』

講師：公認心理師　大六 一志先生 132

北 12月7日 14：30 豊島区立池袋本町小学校
「小学校の特別支援教室で指導すべきこと
〜発達に課題を抱える子ども達の情緒面の
発達を踏まえて〜」

講師：前新宿区特別支援相談員
長谷川 安佐子 先生

134

南 12月7日 14：30 大田区立南蒲小学校
「特別支援教室で求められる学習動作の指
導について」

 講師：神奈川県立保健福祉大学保
健福祉学部教授 作業療法士
笹田 哲 先生

98

多摩南 12月7日 14：30
にしみたか学園 三鷹市立第二
中学校 体育館

「援助要請ができる子どもを育てる」
講師：Space Zero PDD 心理・教
育研究所所長　水野 薫先生

155

多摩北 12月7日 14：30
昭島市立つつじが丘小学校 体
育館

「特別支援教室でつけたい力を考える」
講師：西東京市教育支援アドバイ
ザー　渡辺 圭太郎 先生

85

604

会報「みちびき」１３７号発行 本部 12月

東京都教職員研修セン
ター教育課題研究発表
会

本部 1月 13：00 東京都教職員研修センター ポスター発表

第７回ブロック研修会
（区市町村地区研修）

地区 2月8日 14：30

会報「みちびき」１３８号発行 本部 3月

令和3年度活動報告資料 本部 3月

4536

会報「みちびき」１３８号発行　公立幼・小・中学校等全校配布　計2300部

全研修会参加者合計（人）

第６回ブロック研修会　合計（人）

第４回ブロック研修会　合計（人）

第５回ブロック研修会　合計（人）

平成3年度活動報告資料発行

第４回ブロック研修会
（専門研修）

第５回ブロック研修会
（専門研修）

第６回ブロック研修会
（専門研修）

＊緊急事態宣言発令中のた
め、集合研修を中止し、内容
を変更して、動画視聴のみの
オンライン研修にて実施

中学校課題研修会

第１部または第２部のどちらかを選んで、
原則研修時間内に動画を視聴し、可能な限
り、視聴後に所属校内で意見交換を行う。

第１部　中学校特別支援教室の指導に関す
るパネルディスカッション
第２部　中学校自閉症・情緒障害学級の指
導に関するパネルディスカッション

講師：西東京市教育支援アドバイ
ザー　渡辺 圭太郎 先生
進行：中村　章  先生（立川市立立
川第三中学校指導教諭／本会企画運
営本部調査係）

各地区において　　参加者人数は集計していない

会報「みちびき」１３7号発行　公立幼・小・中学校等全校配布　計2300部
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◆
今
年
度
を
振
り
返
っ
て 

 

令
和
三
年
度
も
ま
た
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
対
策
に
明
け
暮
れ
る
一
年
だ
っ

た
。
四
月
に
初
め
て
「
ま
ん
延
防
止
等
重

点
措
置
」
が
発
令
さ
れ
、
下
旬
に
は
三
回

目
の
緊
急
事
態
宣
言
に
切
り
替
わ
っ
た
。

南
ブ
ロ
ッ
ク
本
部
が
担
当
し
た
定
期
総

会
は
、
宣
言
発
令
直
前
と
な
っ
て
し
ま
っ

た
。
開
催
地
の
品
川
区
の
様
子
も
伺
い
な

が
ら
規
模
を
縮
小
し
て
対
応
し
た
が
、
当

日
は
品
川
区
教
育
委
員
会
教
育
長
の
ご

挨
拶
を
い
た
だ
い
て
、
き
ち
ん
と
開
催
で

き
た
こ
と
が
嬉
し
か
っ
た
。
し
か
し
、
五

月
の
ブ
ロ
ッ
ク
研
修
会
は
中
止
せ
ざ
る

を
得
な
か
っ
た
。 

一
年
間
延
期
さ
れ
て
い
た
東
京
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
は
、
四
回
目
の
緊
急
事
態
宣
言

の
中
で
開
会
式
を
迎
え
た
。
中
学
校
の
特

別
支
援
教
室
の
全
校
設
置
が
完
了
し
た

今
年
度
、
八
月
に
計
画
し
た
中
学
校
課
題

研
修
会
に
注
目
が
集
ま
っ
て
い
た
が
、
動

画
収
録
の
み
で
後
日
視
聴
に
計
画
変
更

せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。 

ワ
ク
チ
ン
接
種
が
進
み
、
小
康
状
態
の

中
で
の
各
ブ
ロ
ッ
ク
研
修
会
の
専
門
研

修
、
第
六
回
研
究
大
会
兼
秋
季
セ
ミ
ナ
ー

は
、
対
面
形
式
も
交
え
、
ほ
ぼ
予
定
通
り

実
施
す
る
こ
と
が
で
き
た
。 

一
年
間
を
振
り
返
っ
て
み
る
と
、
中
止

は
二
回
だ
け
で
、
あ
と
は
す
べ
て
計
画
通

り
に
研
修
会
等
を
行
う
こ
と
が
で
き
た
。

運
営
に
あ
た
っ
た
先
生
方
、
黙
々
と
消
毒

作
業
等
の
お
手
伝
い
を
し
て
く
だ
さ
っ

た
方
々
に
感
謝
し
つ
つ
、
止
ま
ら
ず
に
前

へ
進
み
た
い
。 

企
画
運
営
本
部
総
務 

上
山
雅
久 

 

月 日 曜 研修会名、事業名 

4 

12 火 企画運営本部委員研修会 

19 

火 第１回 企画運営本部会・役員会 

火 令和 4 年度 定期総会・記念講演会 

火 地区ブロック本部会（５地区合同） 

5 

10 火 企画運営本部委員研修会 

24 火 第１回 地区ブロック研修会（都情研入門） 

- - ●都情研実態調査（全地区、基準日 5 月 1 日） 

月 日 曜 研修会名、事業名

12 火 企画運営本部委員研修会

火 第１回　企画運営本部会・役員会

火 令和4年度 定期総会・記念講演会

火 地区ブロック本部会（５地区合同）

10 火 企画運営本部委員研修会

24 火 第１回　地区ブロック研修会（都情研入門）

- - ●都情研実態調査（全地区、基準日5月1日）

7 火 企画運営本部委員研修会

21 火 第２回　地区ブロック研修会（都情研入門）

5 火 企画運営本部委員研修会

12 火 第３回　地区ブロック研修会（教室・学級運営）

21 木 企画運営本部委員研修会

第７回　夏季研究大会（北ブロック大会）

第２回　企画運営本部会・役員会（昼）

- - ★東京都教育委員会との連絡会

- - ◆会報「みちびき１３９号」発行

上旬 0 企画運営本部委員研修会

19 金 中学校課題研修会

- - ★三連協（都難言、都弱視）

6 火 第４回　地区ブロック研修会（専門研修①）

27 火 企画運営本部委員研修会

11 火 第５回　地区ブロック研修会（専門研修②）

25 火 企画運営本部委員研修会

11 15 火 第７回　秋季セミナー

6 火 第６回　地区ブロック研修会（専門研修③）

13 火 企画運営本部委員研修会

- - ◆会報「みちびき１４０号」発行

17 火 地区ブロック本部会（５地区合同）・企画運営本部委員研修会

24 火 企画運営本部委員研修会

7 火 第７回　地区ブロック研修会（各区市町村）

21 火 第３回　企画運営本部会・役員会

7 火 企画運営本部委員研修会

- -
◆会報「みちびき１４１号」発行
◆都情研「令和４年度　活動報告」発行

10

12

1

2

3

7
22 金

８

9

令和４年度　東京都公立学校情緒障害教育研究会　活動計画

4
19

5

6
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                 発
達
障
害
教
育
が
目
指
す
も
の 

発
達
障
害
の
教
育
で
目
指
す
も
の
は
、

最
終
的
に
社
会
に
出
て
、
自
分
ら
し
く
生

き
て
い
け
る
と
い
う
こ
と
が
大
事
だ
と

思
い
ま
す
。
し
か
も
発
達
的
な
、
知
的
な

能
力
は
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
標
準
の
人

が
多
い
わ
け
で
、
自
分
の
力
で
切
り
開
い

て
い
か
な
け
れ
ば
い
け
な
い
の
で
は
な

い
か
な
と
思
い
ま
す
。 

土
台
と
な
る
指
導
課
題
は
、
学
習
態
勢
、

基
本
的
行
動
様
式
、
あ
る
い
は
家
庭
で
言

う
な
ら
ば
、
身
辺
処
理
の
よ
う
な
も
の
。

そ
れ
か
ら
、
体
で
す
。
発
達
障
害
と
い
う

と
、
読
み
書
き
だ
、
友
達
関
係
だ
と
い
う

け
れ
ど
も
、
体
が
し
っ
か
り
で
き
て
い
な

い
と
社
会
性
も
あ
っ
た
も
の
で
は
な
い
。

「
は
さ
み
が
上
手
に
使
え
な
い
」
、「
鍵
盤

ハ
ー
モ
ニ
カ
が
う
ま
く
使
え
な
い
」
。
中

学
生
に
な
っ
た
ら
製
図
な
ど
を
し
ま
す
。 

 

      

 

だ
か
ら
、
そ
う
い
う
体
を
つ
く
っ
て
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
れ
は
基
本
で
す
。

土
台
に
な
る
も
の
で
あ
る
と
同
時
に
本

質
的
な
課
題
で
す
。
そ
し
て
、
ソ
ー
シ
ャ

ル
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
。
こ
れ
は
正
に

本
質
的
な
課
題
で
す
。
こ
の
子
た
ち
が
大

き
く
な
っ
た
ら
ど
ん
な
姿
に
な
る
か
な
、

今
何
を
し
た
ら
よ
い
か
を
考
え
な
が
ら
、

保
育
や
教
育
に
あ
た
っ
て
く
だ
さ
い
。
最

終
的
に
は
自
分
を
前
向
き
に
受
け
止
め

る
。
そ
れ
か
ら
、
自
立
を
し
て
い
く
。
生

活
の
充
実
を
目
指
す
と
い
う
こ
と
が
教

育
の
最
終
的
な
目
標
で
す
。
こ
れ
は
特
別

支
援
だ
け
で
な
く
、
一
般
の
教
育
に
も
同

じ
こ
と
が
言
え
る
と
思
い
ま
す
。 

発
達
課
題
と
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
年
齢
に

よ
っ
て
求
め
ら
れ
る
解
決
す
べ
き
課
題

と
私
は
定
義
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
年
齢

に
よ
っ
て
求
め
ら
れ
る
範
囲
は
非
常
に

広
い
で
す
。 

 

乳
・
幼
児
期
の
姿
と
発
達 

ま
ず
は
、
乳
幼
児
期
に
つ
い
て
で
す
。

生
ま
れ
て
か
ら
学
校
に
あ
が
る
ま
で
の

間
、
こ
れ
は
一
番
人
生
の
う
ち
で
変
化
が

大
き
い
時
期
で
す
。
こ
の
時
期
か
ら
社
会

性
は
も
う
育
ち
始
め
て
い
ま
す
。 

発
達
障
害
と
言
わ
れ
る
子
供
た
ち
は
、

後
か
ら
ど
う
こ
う
と
い
う
よ
り
も
、
も
と

も
と
そ
う
い
う
特
性
を
も
っ
て
生
ま
れ

て
き
た
人
た
ち
で
あ
る
と
い
う
こ
と
は
、

よ
く
頭
の
中
に
入
れ
て
お
か
な
い
と
い

け
ま
せ
ん
。
虐
待
、
ネ
グ
レ
グ
ト
を
受
け

た
子
供
た
ち
と
、
Ａ
Ｄ
Ｈ
Ｄ
と
か
ア
ス
ペ

ル
ガ
ー
の
人
た
ち
の
行
動
は
非
常
に
よ

く
似
て
い
る
の
で
す
。
こ
の
子
た
ち
の
脳

の
研
究
を
す
る
と
、
自
閉
の
人
や
Ａ
Ｄ
Ｈ

Ｄ
の
人
と
同
じ
よ
う
な
脳
の
病
変
が
あ

り
ま
す
。
し
か
し
、
こ
れ
は
後
か
ら
で
き

た
も
の
で
、
発
達
障
害
の
子
と
同
じ
対
応

を
し
て
も
そ
う
簡
単
に
改
善
す
る
も
の

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
し
つ
け
の
問
題
で
す
。

し
つ
け
の
問
題
な
ら
、
や
は
り
対
応
は
発

達
障
害
の
対
応
だ
け
で
は
な
く
て
、
保
護

者
へ
の
ア
ド
バ
イ
ス
、
あ
る
い
は
福
祉
や

家
庭
の
中
に
入
れ
る
専
門
家
の
力
を
借

り
る
と
い
う
こ
と
も
必
要
に
な
っ
て
き

ま
す
。 

 

小
学
校
低
学
年
の
発
達 

低
学
年
に
な
っ
て
く
る
と
、
幼
児
期
の

土
台
を
も
と
に
社
会
性
や
言
語
が
急
速

に
発
達
し
ま
す
。
そ
れ
か
ら
、
心
の
理
論

が
一
応
完
成
し
て
き
ま
す
。
言
葉
は
結
構

伸
び
て
い
ま
す
か
ら
、
言
葉
で
の
や
り
と

り
が
で
き
な
い
子
供
は
、
な
か
な
か
集
団

に
は
入
り
に
く
い
と
い
う
時
期
で
す
。
あ

と
、
脳
機
能
と
い
う
点
か
ら
見
て
い
く
と
、

体
の
機
能
が
ほ
ぼ
完
成
し
て
き
ま
す
。
視

覚
と
か
聴
覚
、
運
動
。
こ
れ
に
伴
っ
て
当

然
の
こ
と
な
が
ら
ス
ポ
ー
ツ
的
な
も
の
、

体
育
的
な
も
の
、
道
具
の
扱
い
、
そ
れ
か

ら
、
芸
術
的
な
も
の
、
い
ろ
い
ろ
な
も
の

が
ど
ん
ど
ん
伸
び
て
い
き
ま
す
。
た
だ
、

具
体
的
な
体
験
か
ら
物
事
を
考
え
ま
す
。

全
然
知
ら
な
い
こ
と
、
経
験
し
た
こ
と
が

な
い
、
見
た
こ
と
が
な
い
よ
う
な
こ
と
は

ま
だ
考
え
ら
れ
な
い
で
す
。
具
体
的
操
作

期
、
具
体
物
と
か
半
具
体
物
を
通
し
て
学

ん
で
い
く
。
だ
か
ら
、
小
学
校
一
、
二
年

生
の
生
活
科
と
い
う
と
、
校
内
を
探
検
し

た
り
、
朝
顔
を
観
察
し
た
り
、
町
探
検
を

し
た
り
、
と
に
か
く
具
体
的
に
動
い
て
、

そ
う
や
っ
て
世
の
中
を
認
識
し
て
い
く

の
で
す
。
こ
う
い
う
経
験
が
十
分
で
な
い

子
は
、
大
き
く
な
っ
て
必
ず
引
っ
か
か
っ

て
し
ま
い
ま
す
。
知
能
検
査
の
数
値
が
ど

ん
な
に
高
く
て
も
、
例
え
ば
三
年
生
に
な

る
と
出
て
く
る
総
合
的
な
学
習
の
時
間

な
ど
に
自
分
で
調
べ
て
ま
と
め
る
と
き
、

詳
し
く
ま
と
め
ら
れ
る
け
れ
ど
も
、
ど
う

い
う
ふ
う
に
し
て
調
べ
る
計
画
を
立
て

た
ら
い
い
か
、
ど
う
や
っ
て
プ
レ
ゼ
ン
し

た
ら
い
い
か
、
こ
う
い
っ
た
と
こ
ろ
に
は

弱
さ
が
出
て
き
ま
す
。
そ
う
い
う
こ
と
が

こ
の
時
期
の
体
験
が
十
分
で
な
い
と
起

こ
っ
て
き
ま
す
。 

 低
学
年
の
特
別
支
援
教
室
の
子
供
た
ち
に

よ
く
み
ら
れ
る
姿 

平
仮
名
、
片
仮
名
が
覚
え
ら
れ
な
い
、

出
て
こ
な
い
子
が
い
ま
す
。
そ
の
背
景
に

あ
る
の
は
、
何
な
の
か
、
言
語
発
達
に
遅

れ
が
あ
る
の
か
。
文
字
は
覚
え
ま
す
が
、

そ
れ
を
十
分
に
使
い
こ
な
せ
る
よ
う
に

は
な
ら
な
い
の
で
す
。
高
学
年
に
な
っ
て

か
ら
引
っ
か
か
っ
て
し
ま
う
と
い
う
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
文
字
や
数
の
指
導

に
つ
い
て
は
、
原
因
を
探
る
の
が
支
援
教

室
の
役
割
で
、
そ
れ
か
ら
先
の
こ
と
は
在

令
和
三
年
度 

都
情
研
夏
季
研
究
大
会
兼
秋
季
セ
ミ
ナ
ー 

記
念
講
演
（
抄
録
） 

 
 

『
特
別
支
援
教
室
の
指
導
内
容
と
は 

 
 
 
 
 
 

Ａ
Ｓ
Ｄ
を
中
心
に
年
代
ご
と
の
発
達
課
題
を
考
え
る
』 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ｓ
ｐ
ａ
ｃ
ｅ 

Ｚ
ｅ
ｒ
ｏ 

Ｐ
Ｄ
Ｄ
心
理
・
教
育
研
究
所 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

水
野 

薫 

先
生 

紙
面
に
限
り
が
あ
る
た
め
、
お
話
の

か
な
り
の
部
分
を
割
愛
せ
ざ
る
を
得

ず
、
誠
に
残
念
で
す
。
そ
れ
で
も
、
と
て

も
示
唆
に
富
む
内
容
で
す
の
で
、
最
後

ま
で
お
読
み
い
た
だ
き
、
今
後
の
指
導

に
生
か
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
願
っ
て

い
ま
す
。
（
広
報
担
当
） 
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籍
学
級
で
少
人
数
学
級
に
す
る
と
か
、
何

ら
か
の
手
だ
て
を
考
え
て
も
ら
う
の
が

筋
で
は
な
い
か
な
と
思
い
ま
す
。 

教
室
か
ら
出
て
い
っ
て
し
ま
う
と
か
、

友
達
と
ト
ラ
ブ
ル
が
多
い
と
か
、
暴
力
暴

言
が
絶
え
な
い
と
か
、
適
応
状
態
が
悪
い

子
が
、
Ａ
Ｄ
Ｈ
Ｄ
で
は
な
い
か
な
と
言
わ

れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
し
か
も
、
Ａ
Ｄ

Ｈ
Ｄ
の
子
と
い
う
の
は
叱
ら
れ
る
こ
と
、

注
意
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
か
ら
、
ち
ょ
っ

と
し
た
こ
と
で
敏
感
に
な
っ
て
、
怒
っ
て

し
ま
う
と
か
、
泣
い
て
し
ま
う
と
か
、
暴

れ
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
小
さ
い

と
き
か
ら
少
し
失
敗
し
た
ら
殴
ら
れ
た

と
か
怒
鳴
ら
れ
た
と
か
、
そ
う
い
う
子
供

は
荒
っ
ぽ
く
な
っ
て
し
ま
う
の
で
す
。
こ

れ
は
障
害
で
は
な
い
で
す
。
間
違
っ
て
そ

う
い
う
対
人
パ
タ
ー
ン
を
学
ん
で
し
ま

っ
た
。
も
ち
ろ
ん
、
愛
着
障
害
や
虐
待
、

ネ
グ
レ
グ
ト
の
子
供
は
、
落
ち
着
こ
う
と

し
た
っ
て
落
ち
着
け
な
い
で
す
。
だ
か
ら

似
た
よ
う
な
行
動
が
出
て
き
ま
す
。
こ
の

辺
の
見
極
め
を
す
る
の
も
支
援
教
室
の

役
割
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
そ
の
子

が
成
長
し
て
き
て
、
自
己
理
解
が
進
む
ま

で
、
対
処
法
を
自
分
で
見
い
出
せ
る
よ
う

に
な
る
ま
で
指
導
が
必
要
だ
と
思
う
の

で
す
。
で
も
、
虐
待
と
か
ネ
グ
レ
ク
ト
と

か
不
幸
な
し
つ
け
を
さ
れ
て
し
ま
っ
た

子
供
の
場
合
は
、
別
の
機
関
で
き
ち
っ
と

見
て
い
た
だ
い
た
方
が
い
い
の
で
は
な

い
か
と
思
い
ま
す
。 

 

小
学
校
中
学
年
の
発
達 

中
学
年
に
な
っ
て
表
面
化
す
る
こ
と 

中
学
年
と
い
う
の
は
、
子
供
の
社
会
性

の
発
達
で
、
随
分
変
わ
る
時
期
で
す
。

段
々
に
子
供
の
社
会
性
が
発
達
す
る
と
、

自
分
と
興
味
関
心
が
似
て
い
る
も
の
、
同

じ
よ
う
な
こ
と
を
や
り
た
い
子
供
た
ち

が
固
ま
っ
て
、
小
さ
い
時
に
は
二~

三
人
、

大
き
い
と
十
人
く
ら
い
で
グ
ル
ー
プ
化

し
て
い
き
ま
す
。
そ
の
時
に
発
達
障
害
の

子
供
た
ち
が
う
ま
く
入
れ
な
い
。
友
達
が

欲
し
い
、
友
達
と
遊
び
た
い
、
そ
れ
か
ら

一
部
は
、
友
達
を
支
配
し
た
い
と
思
う
子

が
い
ま
す
。
こ
う
な
っ
て
き
た
時
に
、
お

か
し
な
自
己
主
張
、
あ
る
い
は
人
を
揶
揄

す
る
よ
う
な
こ
と
が
出
て
き
ま
す
。
そ
う

い
う
時
、
周
り
の
子
供
た
ち
は
「
あ
い
つ

が
い
る
と
面
白
く
な
い
か
ら
」
と
さ
っ
と

い
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
り
す
る
の
で

す
。
そ
れ
を
い
じ
め
ら
れ
た
、
は
ぶ
ら
れ

た
と
い
う
ふ
う
に
受
け
止
め
て
し
ま
い

ま
す
。
こ
こ
で
先
生
が
周
り
の
子
供
た
ち

に
「
そ
ん
な
こ
と
を
し
て
は
ダ
メ
で
す
よ
」

と
言
っ
た
っ
て
ダ
メ
で
す
ね
。
ど
ち
ら
に

も
そ
れ
ぞ
れ
の
言
い
分
が
あ
る
の
で
、
そ

れ
を
聞
い
て
い
か
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ

ん
。
仲
間
関
係
も
、
も
っ
と
年
齢
が
高
い

人
た
ち
の
よ
う
な
深
い
も
の
で
は
な
い

の
だ
け
れ
ど
、
や
は
り
違
和
感
を
与
え
て

し
ま
う
人
に
対
し
て
は
、
か
な
り
強
い
言

葉
を
発
し
ま
す
。
そ
れ
が
い
じ
め
だ
と
子

供
た
ち
は
気
付
い
て
い
な
い
の
で
す
が
、

こ
れ
は
気
付
か
せ
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ

ん
。「
そ
う
い
う
言
い
方
は
ど
う
か
な
」
と

問
い
か
け
て
。
で
も
こ
れ
は
主
に
通
常
の

学
級
で
の
仕
事
で
す
。
特
別
支
援
教
室
で

は
、
周
り
の
人
が
不
愉
快
に
な
る
よ
う
な

言
動
を
と
っ
て
い
る
こ
と
に
気
付
か
せ

て
、
ど
う
い
う
ふ
う
に
直
し
て
い
け
ば
い

い
か
を
指
導
し
ま
す
。
こ
れ
を
個
別
で
や

ろ
う
と
し
た
ら
、
ま
ず
無
理
で
す
よ
。
仲

間
が
い
な
け
れ
ば
、
で
き
な
い
で
す
。
相

手
に
対
し
て
言
っ
て
み
た
ら
全
然
反
応

し
て
く
れ
な
か
っ
た
と
怒
る
子
も
い
る

の
だ
け
ど
。
「
あ
な
た
の
言
い
方
で
は
み

ん
な
は
通
じ
な
い
よ
。
あ
な
た
は
星
の
こ

と
が
好
き
か
も
し
れ
な
い
け
れ
ど
、
Ｂ
君

は
動
物
が
好
き
な
ん
だ
よ
。
じ
ゃ
あ
、
ど

う
し
ま
し
ょ
う
」
と
い
う
折
り
合
い
を
付

け
る
と
か
。
こ
う
い
う
指
導
を
し
て
い
か

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
や
は
り
自
分
の

言
動
の
違
和
感
、
人
に
与
え
る
違
和
感
に

気
付
く
こ
と
は
難
し
い
で
す
。
い
わ
ゆ
る

ソ
ー
シ
ャ
ル
ス
キ
ル
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
は
、

ど
ち
ら
か
と
い
う
と
、
私
は
あ
ま
り
効
果

が
な
い
と
思
い
ま
す
。
も
う
ち
ょ
っ
と
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
要
素
を
し
っ
か

り
入
れ
る
。
相
手
の
立
場
を
考
え
る
と
い

う
よ
り
も
、
自
分
に
照
ら
し
合
わ
せ
て
、

僕
な
ら
こ
う
す
る
、
私
は
こ
う
思
う
の
だ

け
ど
と
い
う
も
の
が
な
け
れ
ば
い
け
ま

せ
ん
。 

も
う
一
つ
は
生
活
の
ス
キ
ル
。
学
習
態

勢
も
含
め
た
生
活
ス
キ
ル
が
き
ち
ん
と

育
っ
て
い
か
な
い
と
、
自
己
理
解
も
深
ま

り
ま
せ
ん
。
中
学
年
と
い
う
の
は
割
と
曖

昧
な
の
だ
け
ど
、
難
し
い
時
期
で
す
。
そ

れ
か
ら
、
自
己
管
理
と
か
自
己
責
任
を
果

た
せ
な
い
子
が
出
て
く
る
。
忘
れ
物
が
多

い
と
か
、
落
と
し
物
、
そ
れ
か
ら
宿
題
を

や
ら
な
い
、
勝
手
な
こ
と
ば
か
り
し
て
し

ま
う
な
ど
。
Ａ
Ｄ
Ｈ
Ｄ
の
子
は
や
る
気
は

あ
っ
て
も
、
時
間
配
分
が
う
ま
く
い
か
な

い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
Ａ
Ｓ
Ｄ
の
子
は
自

分
の
や
り
方
に
こ
だ
わ
っ
て
し
ま
い
ま

す
。
こ
こ
は
、
特
別
支
援
教
室
で
一
緒
に

考
え
て
あ
げ
な
い
と
い
け
ま
せ
ん
。
刺
激

を
少
な
く
し
た
中
で
自
分
の
や
る
べ
き

こ
と
を
き
ち
ん
と
思
い
出
さ
せ
る
な
ん

て
い
う
の
も
、
Ａ
Ｄ
Ｈ
Ｄ
の
子
に
と
っ
て

は
大
事
で
す
。
支
援
教
室
で
き
ち
ん
と
や

っ
て
、
在
籍
学
級
の
先
生
に
も
「
刺
激
の

量
を
減
ら
し
て
く
だ
さ
い
」
と
か
「
メ
モ

の
た
め
の
サ
ブ
ノ
ー
ト
的
み
た
い
な
物

を
工
夫
し
て
い
た
だ
け
な
い
で
し
ょ
う

か
」
と
見
本
を
支
援
教
室
の
方
か
ら
提
示

し
ま
す
。
在
籍
学
級
と
の
連
携
が
と
て
も

大
事
で
す
。 

 

小
学
校
高
学
年
の
発
達 

高
学
年
に
な
っ
て
く
る
と
、
ま
た
大
き

く
変
わ
る
の
で
す
。
大
体
十
一
歳
く
ら
い

で
大
人
の
脳
に
変
わ
っ
て
い
く
、
成
長
し

て
い
き
ま
す
。
そ
う
す
る
と
抽
象
的
な
思

考
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
形
式
的

思
考
、
全
然
経
験
し
て
い
な
い
こ
と
、
全

く
知
ら
な
い
よ
う
な
初
め
て
の
こ
と
で

あ
っ
て
も
、
こ
れ
ま
で
の
経
験
と
か
頭
の

中
の
知
識
と
か
を
駆
使
し
て
、
大
体
こ
ん

な
も
の
だ
な
と
予
測
を
立
て
て
課
題
解

決
を
し
て
い
け
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
だ

か
ら
、
詰
め
込
み
で
学
習
し
て
き
た
子
は

こ
こ
の
力
が
育
た
な
い
で
す
。
こ
の
力
が

小
さ
い
時
か
ら
育
つ
に
は
、
数
々
の
失
敗
、

友
達
と
の
け
ん
か
と
か
も
含
め
て
、
失
敗

を
し
て
そ
こ
か
ら
、
じ
ゃ
あ
ど
う
し
た
ら

い
い
だ
ろ
う
と
い
う
ふ
う
に
み
ん
な
で

考
え
て
い
く
。
あ
る
い
は
、
先
生
と
個
別

に
考
え
て
い
く
。
教
室
の
中
で
友
達
の
言

う
こ
と
を
「
あ
れ
い
い
ね
、
い
た
だ
き
」

と
い
う
の
を
経
験
し
な
が
ら
、
全
く
知
ら
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な
い
こ
と
で
も
、
あ
の
時
の
あ
れ
が
使
え

る
か
も
し
れ
な
い
と
い
う
発
想
、
こ
れ
は

全
部
無
意
識
の
う
ち
に
や
る
ん
で
す
よ
。

そ
れ
が
で
き
て
き
ま
す
。
教
科
で
も
、
い

ろ
い
ろ
な
事
象
を
知
識
に
基
づ
い
て
推

測
し
て
い
く
、
そ
れ
で
解
決
し
て
い
く
と

い
う
こ
と
が
、
徐
々
に
で
き
始
め
ま
す
。

こ
れ
は
高
学
年
の
力
な
の
で
す
。 

 発
達
差
が
大
き
く
な
る
時
期 

こ
の
時
期
に
な
る
と
、
発
達
の
差
が
と

て
も
大
き
く
な
っ
て
き
ま
す
。
そ
れ
か
ら
、

得
意
・
不
得
意
も
は
っ
き
り
し
て
き
ま
す
。

理
系
の
方
、
文
系
の
方
、
芸
術
系
の
方
、

体
育
会
系
の
方
な
ど
い
ろ
い
ろ
と
い
ら

っ
し
ゃ
る
か
と
思
い
ま
す
が
、
段
々
そ
う

い
う
の
が
出
て
き
ま
す
。
中
学
生
に
な
る

と
、
も
っ
と
は
っ
き
り
し
て
い
き
ま
す
。

も
う
個
性
が
出
て
当
た
り
前
の
年
齢
で

す
よ
ね
。 

大
人
が
分
か
ら
な
い
中
で
の
交
友
関

係
が
出
て
き
ま
す
よ
。
特
に
思
春
期
の
入

り
口
で
す
。
親
に
知
ら
れ
た
く
な
い
、
先

生
に
知
ら
れ
た
く
な
い
何
か
悩
み
事
が

あ
っ
た
と
き
、
誰
に
相
談
す
る
か
。
一
番

は
友
達
で
す
。
中
学
生
だ
と
友
達
で
す
。

そ
れ
か
ら
部
活
の
顧
問
や
先
輩
で
す
。
そ

の
次
に
親
が
出
て
き
て
、
先
生
は
全
然
出

て
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
今
な
ら
ス
ク
ー
ル

カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
が
出
て
く
る
可
能
性
が

あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
大
人
を
嫌
が
る

年
代
に
入
っ
て
き
ま
す
。 

 

発
達
課
題
だ
け
で
は
語
れ
な
い
中
学
生
期 

 

次
に
、
中
学
生
で
す
。
難
し
い
で
す
ね
。

発
達
障
害
の
発
達
課
題
だ
け
で
語
れ
る

か
と
い
う
と
、
そ
れ
は
違
い
ま
す
。
小
学

生
と
は
随
分
違
う
と
思
い
ま
す
。
思
春
期

と
い
う
の
は
、
大
人
を
踏
み
台
に
し
て
育

つ
と
私
は
よ
く
話
し
て
い
ま
す
が
、
ア
イ

デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
確
立
の
た
め
に
大
人

を
踏
み
台
に
す
る
こ
と
は
と
て
も
大
事

な
こ
と
で
す
。 

し
か
し
、
気
を
付
け
な
け
れ
ば
い
け
な

い
の
は
、
Ａ
Ｓ
Ｄ
特
性
が
あ
る
人
た
ち
は

自
分
の
考
え
に
凝
り
固
ま
っ
て
し
ま
っ

て
、
そ
れ
を
受
け
付
け
な
い
大
人
を
や
っ

つ
け
て
し
ま
う
こ
と
で
す
。
徹
底
的
に
反

発
し
て
一
か
ら
十
ま
で
や
ら
な
い
と
い

う
子
も
出
て
き
ま
す
。
こ
れ
は
、
特
別
支

援
教
室
で
は
対
応
で
き
な
い
な
と
思
い

ま
す
。 

ま
た
、
憧
れ
の
君
、
現
実
の
相
手
で
あ

れ
ば
い
い
け
れ
ど
、
バ
ー
チ
ャ
ル
な
彼
・

彼
女
に
憧
れ
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
そ
れ
に
憧
れ
て
会
え
な
く
て
苛
々
す

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
親
が
、
パ
ソ
コ
ン

ば
か
り
や
っ
て
い
る
か
ら
と
取
り
上
げ

て
、
そ
れ
で
荒
れ
て
し
ま
う
こ
と
も
あ
り

ま
す
。
特
に
、
発
達
障
害
の
人
は
現
実
の

人
間
関
係
を
も
つ
こ
と
が
苦
手
な
の
で
、

そ
う
い
う
バ
ー
チ
ャ
ル
な
世
界
で
の
人

間
関
係
と
現
実
の
世
界
と
の
境
目
が
あ

ま
り
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
私
は
基

本
的
に
は
現
実
に
戻
す
必
要
が
あ
る
と

考
え
て
い
ま
す
。
で
も
、
現
実
に
戻
す
と

言
っ
て
も
、
先
生
も
一
度
は
そ
の
世
界
に

入
ら
な
い
と
い
け
な
い
と
思
い
ま
す
。
彼

あ
る
い
は
彼
女
に
と
っ
て
と
て
も
大
事

な
も
の
を
、
先
生
が
知
ら
な
い
の
で
は
い

け
な
い
で
す
。
そ
う
い
う
ふ
う
に
言
わ
れ

た
と
き
に
Ａ
Ｓ
Ｄ
の
人
は
「
見
捨
て
ら
れ

た
」
と
受
け
取
り
ま
す
。
私
の
仮
説
で
す

が
、
自
閉
症
の
人
は
対
人
関
係
の
上
で
の

上
手
な
切
り
替
え
が
で
き
な
い
の
で
は

な
い
か
と
思
い
ま
す
。
だ
か
ら
、
否
定
を

さ
れ
る
と
、A
ll o

r N
o
th

in
g

に
な
っ
て

し
ま
い
ま
す
。 

異
性
関
係
に
お
い
て
も
同
じ
で
す
。
あ

る
男
の
子
に
憧
れ
て
、
そ
の
子
を
追
い
か

け
回
し
て
家
ま
で
行
っ
て
し
ま
っ
て
、
警

察
を
呼
ば
れ
て
し
ま
っ
た
子
も
い
ま
す
。

こ
う
い
う
と
き
に
、
「
そ
う
い
う
こ
と
を

や
っ
た
ら
ダ
メ
だ
」
と
い
う
言
い
方
を
し

た
ら
、
Ａ
Ｓ
Ｄ
の
子
は
も
の
す
ご
く
傷
つ

き
ま
す
。「
な
ぜ
。
だ
っ
て
、
僕
は
あ
の
子

が
好
き
な
ん
だ
よ
」
と
言
う
の
を
受
け
入

れ
た
上
で
、
「
同
じ
こ
と
を
何
度
も
何
度

も
繰
り
返
さ
れ
た
ら
、
相
手
は
ど
う
思
う

か
を
先
生
と
一
緒
に
考
え
て
み
よ
う
」
と

い
ろ
い
ろ
な
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
し

た
り
、
コ
ミ
ッ
ク
会
話
の
よ
う
な
、
人
の

絵
を
描
い
て
そ
れ
で
や
り
と
り
を
し
た

り
し
な
が
ら
、
自
分
の
内
面
に
あ
る
自
己

中
心
性
に
気
付
く
よ
う
に
し
て
い
き
ま

す
。
こ
れ
は
、
心
の
理
論
の
障
害
に
起
因

す
る
も
の
な
の
で
な
く
す
こ
と
は
で
き

な
い
け
れ
ど
、
自
分
が
中
心
に
な
っ
て
し

ま
っ
て
周
り
の
人
が
動
い
て
く
れ
る
の

が
当
た
り
前
と
思
い
込
ん
で
し
ま
っ
て

い
る
と
こ
ろ
を
改
善
し
て
い
か
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
バ
ー
チ
ャ
ル
な
世
界
に

の
め
り
込
ん
で
い
る
人
は
現
実
の
人
間

関
係
を
も
て
な
い
人
が
多
い
で
す
か
ら
、

先
生
と
の
一
対
一
の
関
係
、
そ
う
い
う
と

こ
ろ
か
ら
少
し
ず
つ
広
げ
て
い
か
な
い

と
い
け
な
い
か
な
と
思
い
ま
す
。
一
般
的

な
生
活
指
導
と
は
違
う
対
応
を
求
め
ら

れ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。 

大
人
と
の
い
ろ
い
ろ
な
確
執
の
中
で

自
分
と
い
う
も
の
に
気
付
く
時
期
で
す
。

こ
れ
は
と
て
も
大
事
で
、
そ
の
と
き
に
大

人
に
対
し
て
も
の
す
ご
く
批
判
的
な
こ

と
も
言
い
ま
す
。
こ
れ
に
対
し
て
「
い
け

な
い
よ
」
と
言
っ
て
は
い
け
ま
せ
ん
。「
も

う
少
し
話
を
聞
か
せ
て
。
先
生
は
そ
う
い

う
考
え
は
し
て
い
な
い
ん
だ
け
ど
」
と
言

っ
て
、
人
と
自
分
の
違
い
に
気
付
か
せ
る

と
同
時
に
、
自
分
は
そ
の
よ
う
に
理
屈
っ

ぽ
く
考
え
る
特
性
が
あ
る
人
だ
、
誰
も
が

み
ん
な
そ
う
で
は
な
い
の
だ
と
い
う
こ

と
に
も
気
付
か
せ
な
い
と
い
け
ま
せ
ん
。

場
合
に
よ
っ
て
は
、
中
学
生
な
ら
グ
ル
ー

プ
で
デ
ィ
ベ
ー
ト
の
よ
う
な
も
の
を
す

る
な
ど
、
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
の
中
で
他

人
の
意
見
を
受
け
入
れ
る
、
そ
し
て
自
分

と
の
違
い
に
気
付
か
せ
る
の
で
す
。 

失
敗
に
弱
い
時
期
で
も
あ
り
ま
す
。
小

学
生
よ
り
も
、
失
敗
に
傷
つ
き
や
す
い
時

期
で
す
。
失
敗
は
指
導
の
大
事
な
チ
ャ
ン

ス
で
す
。
た
だ
し
、
と
て
も
失
敗
し
た
と

き
に
グ
ル
ー
プ
で
そ
れ
を
取
り
上
げ
る

の
は
し
な
い
方
が
い
い
と
思
い
ま
す
。
個

別
指
導
の
中
で
取
り
上
げ
ま
す
。
家
庭
で

起
こ
っ
た
こ
と
で
も
在
籍
す
る
学
級
で

起
こ
っ
た
こ
と
で
も
社
会
で
起
こ
っ
た

こ
と
で
も
、
じ
っ
く
り
考
え
る
こ
と
が
大

事
で
す
。
考
え
ら
れ
な
い
子
に
は
、
ヒ
ン

ト
を
あ
げ
た
り
視
覚
化
し
た
り
し
ま
す
。 

仲
間
意
識
も
難
し
い
で
す
。
「
自
閉
症

の
人
は
人
付
き
合
い
を
好
ま
な
い
」
と
言

わ
れ
ま
す
け
ど
、
む
し
ろ
強
固
な
人
間
関

係
を
築
い
て
し
ま
っ
て
そ
こ
に
他
の
人

が
入
れ
ず
、
そ
の
中
で
ぐ
ち
ゃ
ぐ
ち
ゃ
と
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揉
め
て
大
変
に
な
る
と
い
う
こ
と
が
あ

り
ま
す
。 

大
人
に
つ
い
て
の
批
判
で
く
っ
つ
く

グ
ル
ー
プ
も
あ
り
ま
す
。
あ
の
先
生
が
気

に
食
わ
な
い
と
い
う
こ
と
で
ま
と
ま
っ

て
悪
さ
を
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
Ａ
Ｓ

Ｄ
の
子
は
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
と
る
の

が
大
好
き
で
す
か
ら
、
そ
れ
を
も
と
に
授

業
妨
害
や
テ
ス
ト
妨
害
と
い
う
の
が
実

際
に
あ
り
ま
す
。
周
り
が
巻
き
込
ま
れ
な

い
よ
う
に
指
導
す
る
と
い
う
こ
と
も
必

要
で
す
し
、
本
人
へ
の
指
導
も
大
事
だ
と

思
い
ま
す
。 

い
じ
め
、
異
質
な
も
の
を
排
斥
す
る
気

持
ち
は
、
小
学
校
の
中
学
年
頃
か
ら
出
て

き
ま
す
が
、
更
に
中
学
生
に
な
る
と
厳
し

く
な
り
ま
す
。
理
屈
も
つ
け
て
き
ま
す
。

で
き
れ
ば
小
学
生
の
う
ち
に
、
い
ろ
い
ろ

な
考
え
方
が
あ
っ
て
い
ろ
い
ろ
な
人
が

い
る
と
い
う
こ
と
に
気
付
き
、
適
度
な
距

離
を
置
い
て
嫌
な
相
手
を
無
理
に
巻
き

込
ま
な
い
よ
う
に
す
る
と
い
こ
と
を
指

導
し
て
お
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
そ
う
し

な
い
と
、
中
学
生
で
う
ま
く
乗
り
越
え
る

こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。 

避
け
て
通
れ
な
い
受
験
に
つ
い
て
で

す
。
中
学
生
は
卒
業
し
た
ら
義
務
教
育
が

終
わ
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
ど
う
す
る
か
を

真
剣
に
考
え
て
あ
げ
な
い
と
い
け
ま
せ

ん
。
例
え
ば
、
発
達
障
害
の
子
が
小
中
一

貫
校
や
進
学
校
に
入
り
、
同
じ
よ
う
な
学

力
の
子
た
ち
が
集
ま
り
ま
す
。
そ
う
す
る

と
、
今
ま
で
は
ト
ッ
プ
で
い
た
子
が
ト
ッ

プ
集
団
に
い
ら
れ
な
く
な
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
こ
れ
で
落
ち
込
ん
で
し
ま
っ
て

大
変
で
す
。
だ
か
ら
、
進
学
先
を
選
ぶ
と

き
に
発
達
障
害
の
子
に
つ
い
て
は
、
偏
差

値
も
大
事
で
す
が
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
場
面
や
社
会
性
の
場
面
で
ど
の
く
ら

い
力
を
発
揮
で
き
る
か
と
い
う
こ
と
も

考
慮
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
か

ら
、
勉
強
以
外
の
も
の
、
ス
ポ
ー
ツ
で
も

芸
術
で
も
他
愛
の
な
い
も
の
で
も
い
い

で
す
が
、
そ
う
い
っ
た
趣
味
を
も
っ
て
い

る
か
と
い
う
こ
と
を
見
極
め
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
通
級
指
導
教
室
、
特
別
支

援
教
室
は
受
験
指
導
す
る
場
で
は
な
い

の
だ
け
ど
も
、
考
え
方
を
変
え
て
い
く
た

め
の
指
導
は
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。 

 ゆ
が
ん
だ
仲
間
関
係
の
理
解
：
い
じ
め
に

注
意 

 

い
じ
め
の
予
防
や
対
応
に
つ
い
て
は
、

在
籍
校
で
の
学
級
経
営
や
ホ
ー
ム
ル
ー

ム
経
営
、
生
活
指
導
が
基
本
で
す
。
特
別

支
援
教
室
で
は
、
自
己
表
現
や
自
己
調
整

が
う
ま
く
で
き
な
い
児
童
・
生
徒
に
そ
れ

を
指
導
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
べ
ら
べ

ら
と
自
分
の
こ
と
は
話
す
け
ど
他
人
の

話
を
聞
か
な
い
子
や
、
逆
に
相
手
か
ら
言

わ
れ
る
と
何
も
言
え
な
い
子
が
い
ま
す
。

こ
う
い
う
子
た
ち
に
は
、
年
齢
が
高
く
な

っ
て
も
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
指
導

は
し
な
く
て
は
い
け
ま
せ
ん
。
具
体
的
な

場
面
を
想
定
し
た
指
導
が
必
要
で
す
。 

 

発
達
障
害
の
子
の
場
合
に
一
番
心
配

な
の
は
、
仲
良
し
グ
ル
ー
プ
の
ゆ
が
ん
だ

連
帯
感
で
す
。
グ
ル
ー
プ
の
中
で
す
っ
た

も
ん
だ
す
る
こ
と
が
多
い
で
す
。
子
供
た

ち
は
、
友
達
が
欲
し
い
け
ど
も
う
ま
く
つ

く
れ
な
い
。
そ
こ
で
、
つ
っ
ぱ
り
た
ち
の

餌
食
に
な
っ
て
し
ま
う
子
も
一
部
い
ま

す
。
そ
こ
に
、
つ
っ
ぱ
り
で
は
な
い
大
人

し
い
子
た
ち
が
く
っ
つ
い
て
い
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
無
理
に
活
発
に
し
ろ
と
強

要
す
る
の
は
、
避
け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。 大

人
し
い
な
ら
大
人
し
い
そ
の
子
た

ち
の
共
通
の
話
題
や
興
味
・
関
心
で
助
け

合
え
る
よ
う
に
し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま

す
。
そ
こ
は
教
師
が
見
な
け
れ
ば
い
け
ま

せ
ん
。
そ
こ
の
と
こ
ろ
を
在
籍
校
の
先
生

に
全
部
見
て
く
だ
さ
い
と
い
う
の
は
難

し
い
と
思
い
ま
す
。
子
供
た
ち
が
在
籍
校

で
辛
い
思
い
を
し
て
い
る
と
き
に
は
、
特

別
支
援
教
室
で
取
り
上
げ
て
ほ
し
い
で

す
。
特
に
表
現
の
苦
手
な
子
は
苦
し
い
で

す
。
先
生
に
「
ど
う
し
た
の
」
と
聞
か
れ

て
も
、
す
ぐ
に
答
え
ら
れ
ま
せ
ん
。
だ
か

ら
、
在
籍
校
で
先
生
が
放
課
後
に
残
し
て

聞
い
て
く
れ
て
も
答
え
ら
れ
な
い
よ
う

な
子
供
は
、
お
そ
ら
く
特
別
支
援
教
室
の

先
生
の
方
が
そ
の
子
に
合
っ
た
聞
き
出

し
方
を
心
得
て
い
る
と
思
い
ま
す
の
で
、

在
籍
校
と
連
携
し
て
や
っ
て
い
か
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。 

 

い
じ
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
気
が
付

か
な
い
児
童
・
生
徒
が
か
な
り
多
い
で
す
。

こ
れ
は
、
気
が
付
い
た
と
き
は
、
も
の
す

ご
く
傷
付
い
て
い
て
修
復
で
き
な
く
な

っ
て
い
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
の
で
、
先
生

方
が
早
く
気
付
い
て
在
籍
校
と
特
別
支

援
教
室
で
連
携
し
て
、
子
供
が
乗
り
越
え

ら
れ
る
よ
う
に
し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま

す
。
Ａ
Ｓ
Ｄ
の
子
は
、
い
じ
め
ら
れ
て
い

る
と
い
う
意
図
が
読
め
な
い
で
す
。
だ
か

ら
、
仲
良
し
の
ふ
り
を
し
て
い
じ
め
を
や

ら
れ
て
い
る
と
、
相
手
を
い
い
人
と
捉
え

て
し
ま
い
ま
す
。
で
も
、
最
終
的
に
は
そ

の
子
は
い
じ
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
気

付
い
て
、
も
の
す
ご
く
傷
付
い
て
落
ち
込

み
ま
す
。
気
が
付
か
な
か
っ
た
自
分
を
責

め
ま
す
。
そ
う
い
う
と
こ
ろ
を
先
生
方
が

注
意
し
て
見
て
い
た
だ
け
た
ら
と
思
い

ま
す
。 

                    

編
集
後
記 

広
報
に
関
す
る
ご
意
見
、
ご
感
想
が
あ

り
ま
し
た
ら
左
記
ま
で
お
寄
せ
く
だ
さ

い
。 

編
集
・
発
行 

企
画
運
営
本
部
広
報
担
当 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

各
ブ
ロ
ッ
ク
広
報
係 

世
田
谷
区
立
明
正
小
学
校 

廣
田
智
仁 

 
 

 

☎
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３
４
１
５‐

５
５
９
７ 

 

〇
令
和
四
年
度
「
定
期
総
会
」
案
内 

【
日
時
】
令
和
四
年
四
月
十
九
日
（
火
） 

 
 
 
 

十
四
時
開
始
予
定 

【
場
所
】
調
布
市
グ
リ
ー
ン
ホ
ー
ル 

（
京
王
線 

調
布
駅
下
車
） 

【
記
念
講
演
】 

「
通
級
シ
ス
テ
ム
に
お
け
る
発
達
障

害
の
社
会
性
指
導
は
い
か
に
あ
る
べ

き
か
～
オ
ー
ダ
ー
メ
イ
ド
Ｓ
Ｓ
Ｔ
と

パ
ッ
ケ
ー
ジ
化
さ
れ
た
Ｓ
Ｓ
Ｔ
の
効

用
と
限
界
～
」（
仮
） 

〔
講
師
〕
北
海
道
大
学 

准
教
授 

岡
田 

智 

先
生
（
予
定
） 

※
都
情
研
Ｈ
Ｐ
か
ら
申
し
込
み
の
上
、

ご
参
加
く
だ
さ
い
。
（
申
し
込
み
開
始

は
四
月
一
日
の
予
定
で
す
。） 

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
状
況
等

に
よ
り
、
変
更
・
中
止
す
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。
中
止
の
決
定
が
直
前
に
な
る

可
能
性
が
あ
り
ま
す
の
で
、
当
日
に
都

情
研
Ｈ
Ｐ
で
必
ず
ご
確
認
く
だ
さ
い
。 


